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能登半島地震で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

今回は、ハザードマップを確認し、改めて災害に備えたいと思います。 

「ゆずる」事業所を例にして、お伝えいたします。 

今一度、ご自宅から避難所までの経路を確認してみてはいかがでしょうか？ 

ゆずる通信

発行責任者：宮古・山田訪問看護ステーションゆずる 管理者 伊藤 文衣 
TEL:０１９３‐７７‐４６８６ FAX:０１９３‐７７‐４６８７ 

 
 
 
 

避難経路を確認しよう！ 

・実際に歩いてみると、ハザードマップでは分からない状況に気が付くことが出来ました。 

・線路ルートは狭く車では通れない。車椅子は通るスペースあるが、側溝に注意が必要！ 

・夜間は側溝があるため、陸橋から避難した方が安全だということが分かりました！ 

次回、非常用備品についてご紹介いたしますのでご参考になれば幸いです！ 

 

避難所 

津波避難場所 

ハザードマップ 

 
①狭い踏切 

車椅子が通れるスペースあり 

②踏切周辺の側溝 

暗い夜道では、特に注意！ 

① 
② 

 

ゆずる 

津波避難方向 
線路ルート 

陸橋 

 

避難所までは２つ 

ルートがあるのか！ 

実際に歩いてみよう！ 


